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　　　　　　　　　緒　　　　雷　　　　　　　　　　スの性質にっいては，Herma聡氏に依って第1表の如

燃湘。、り作螺泌弾㈱鋤醐糠。。テ．　上述の繊のビス　竺蝦で2N又は姻
吸び水縮糠蹴いて1，。．H，＿、・・氏醗，。繊　（N恥S°・液「11⊃第1図セ嫁難蝉糊い℃内

鋤鰯・・捌・そ嚇脚撒当蝦験径α5～1mmの ﾋ1：難藷㍊撫欝
材料とし．て用いた所であるが，斯様な自然流下物を用い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々考えられるが，比重の関係で肉
るの紘，その塒発点物皿としてi曝論的取扱いを容易にす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　然流下した糸状体が凝閲しなカミら
る団的で，構造内郡のミー1ニノL’の排刻を可及的完全に乱雑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈まずに液爾に浮く場合が多く，
均一・にし魔い為である。藷蕾等の以前の研究に於ては繊　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t．A　Pt　v．x　糸状体が膠蒲したり，節が出来た
維索誘導体皮膜を1』：1発点物質として，できるだけミセル　　　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りしてうまく行かない。斯様に霞
尋Jll列を乱維均一・ならしめる様努力した。然し皮膜を硝子　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　然流下して繊来た繊維素ザンテー
板上で作成する場含は，硝子に接する部分で分子が硝子　　　　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トの完全等方糸は少博風乾してか
に徳：角な力向に並ぶと雷われており，完全に，等方性であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら塩｛が析鵬して糸が傷められるこ
るとは寳い難い。そこで本報ではビスコ｛スの肉然流下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凝固浴　とのない様水洗，風乾して，皮膜の
物を用いて，今逡の少くとも二次元的に等労性である皮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場合同様棒に張り次の延伸襟作に
膜の代りに，三三次元i約にも等方｛生と考えられる所謂完全

糊糸蹴いて延伸によ瀟膜の変僑瞭した。　　　　　伽たが，覗鰭した糸状㈱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膨潤斉1坤に持ち来たしても凝圓糸

　　　　　　　　ge験方法　　　　　　第脳　　その館のもの程膨潤せず河臼膣
ビス。一スはカナダ獅硫酸パルプを脳とし常灘　 矧「陪軋良膨1閏斉帥でさえ2倍延伸が3本に1本位の

より調製し，その組成を繊維素6．5％アルカリ6．5％とし　　　割合で成功するに過ぎない。そこで風乾せずに陶然流下

た．而して繊糠の重鍍は260楠霞後でk，つた．ビス・　して糊した膨潤繊赫瀦ザンテ｛ト糸そのままを試料と

＿スの繊維素組成の多少による自然流下物及びビスコー一　　　して延伸器に取付け＄Wh　2cの膨潤剤中其他で延伸を行い風

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乾後その機械的性質を測定した。断面積は顕微鏡下で直

　第1表　繊維素組成の変化によるビスコース及び　　　　接測定したが，風乾の際析出する塩を水で素早く洗い落

．。　その燃流下物の噸磯化．　．　し醐合誕f申により比電膝イヒがないとして講した

重合畷壁糊蚤蔓糟畑1騰騨＊麟　断醐幽貝iMsutFl・よく一致L・・。
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　　　　　　　　実験結果及び考察　　　　　　　　　　此の嘉はザソテート分子が無延伸等方糸状体のIl・：で相当

第2表に延伸条件を種煙えた場含の膨灘糠ザ。　伸びだ伏態で磁してい繍を尉と共に，多働オソ

テー・1一等方勅働嬬幽妹す調れの膨潤鮒の場　で踊ザソ弘粉子鞭：の脳蜘・欄によ囎附
合にも・倍延禰翻であるが，・倍L」」の延隙幽　聾近喘造鮪するものと叛ら泌・・無：Ile－s
であつた．第2数流た以外に膨潤斉晒としてほ瀬、，　購はビ加略の燃流一陸」・り作つた糊働淵｛ll

の激のアルカリ，趣の灘の魏1購を肺たが，　ザソテ朴糸の偏形鮒の詳鵬・当つて・・セ・・網灘1！1

2倍以上艇儒困難であつた．－SU・V。2艇伸伽もう　と称せられる欺元駄繍髄を叛た・sl；［・峨撫

畷水・1・蜘燗劇・・1・i　tl・灘して轍への膨潤は殆んど　よると・鰍矧榊はエ・73倍で劫・イ帳隙つU麟

見られず，従つ硬に延伸碗す召榔可能で泌。　積の収縮が勧ね徽らない・H・rm・・蜘融敏融
腔・艇伸の鵬誕イ・　する縦つて㈱糸状勧｝射～鰹鋤の襯膿肌た・Sl’1’　e’S・　・K・蜘氏1畜）噺｝1　

・液醸面に欄し噛・倍、。も卿す。㈱糊本　［小聰に細礫列」の獣をと蜘・洛・セ岨
敵瀞藤される．購膨’、HE」物の卿の際に紛孤　畑1子状に撫つ燃伏柵剛1蝋子価齢・c｝・・“”・て撒

は・セ・剛捌と購。1撒の行われてい繍が【り伽こ　び灘連綿ていると翫ている謙の帳に際じ（は

なつた謝であつて，・W．ifLjklltiiの機駒灘に蝦購　イll働向と離をなす：aAv）a’ミセル離賜く，翰の

る蝶で娩。　　　　　　　　　ミセルは離れ難い働・イ帳方隙評徹・セル1費の
購簾につい硯れ醐れ醐合にも延伸榊蝋　関徽置蘇つたま蛎1形縦つて纐すtse　Jl’inの灘

加と共峨脇物1するが瀦2表から紛磯。欄　考えて糸の酬帳勲縞1二す祉2徽為櫛得られ
能力の大きい膨潤剤・初延伸概の強麟力陣が大ぎ　る・木轍於け綴大酬1倍率も2倍であり・此の模型

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　では延伸による伸度の極大も篠裾し’1い。こう考えて叢

伸画・ついて翻報の繊維測リ。一勲，．ダの場　るとHe「mans氏嚇2灘そ曙まで甑叫・して

銅様，延伸醐働であ繍1嵐逝伸倍軸線e，於け　も・何等かの醐の繊1髄富縁え翻暇当であると

る儲の鰍が存IE・・一ず謙矧・1・伽㈱獣き酬1炭　想塾る・艦その繊構造繭繍鋤のもので肱
鮪し誕儲勒増力・と共・・急灘腋醐少する。　く・そ囎び墜購する様鵬1瑚剤醗脳・2uat，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勿論他の繊維素｝誘導体の場合と剛頒の結果を示すものと
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131蝦：　　Mト糸を酬鼎諏付け所謂等賄生賄つた・ザ・テ
144（k9／mm2）　一ト鵜再虫・際して収縮しめとするので緊張離と
195伸度：（％）　も諦郵拙来る．ee　2表と比較すれば分磯・切1撒
　241ヤソグ率：　　　度は再生により幾分大きくなる。無延伸物も同様再生に

312（k9／mm2）　より簾を増加しているのは顯融で欄しよ5とす

一1tt－…@　　　　　　　　　　る力で延伸が行われた慕になつたためである。
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第職燃流下ザンテート矧・i・i糸の再生物の　　　　　　　文　　献
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　伸腿については勿論延仲に11覇数ll内な極大はなく，再生　　　4）　i鵯　la：信火繊維学部報告3・工45（lr召28）

のために頚著に伸魔の減少を来している。而して伸度に　　　　　　　　　　　　Summary

於ても強度に於ても再生前の傾向がその震ま再生後に現
われている．ヤゾ郷につ、、・ご榔伽剛軸り，再　Th・ch・・ges　ca・・ed　by・t・et・hing　under　va「i°us

生のゾ、めにヤ〃勒物鯨して、、る。　　　c・・d｛ti・n・i・th・mechanl・・l　p「°perties°f　th°se　ls°H

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t・。pic　cell・1・・e…tl・ate　fil・m・nt・nnd　reg・n・rqt・d　cellu一

　　　　　　　　　　総括　　IQse　filaments　which　had　been　made　by．natural
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　flowing　were　examined・　　　　　　　　　　　　　．．

　ビスコースの陶然流下により作製される強膨潤等方性　　　　Regarding　isotroPic　cellulose　xanthate　fila「nents’，　it

繊維素ザソテー1・及び再生繊維索の糸状体について，延　　　was　observed　that　their　tensile　strength　and　Young！s．

伸がその機械的性質に及ぼす影響を調べた。その結果　　　　modulus　increased，　and　their　elongabion　decreased．・

①延伸方向に於ける切断強度及びヤソグ率は一一・般に延伸　　　with　the　degree　of　stretching．　In　tlle　elongation．　and

倍串の増加と共に増加する。　　　　　　　　　　　　　degree－of－stretching　curve　the　writer　could　not「eco一

②伸度は延伸倍率の増加と共に減少し他の繊維素誘灘体　　　gnize　the　maximum　point　whlch　was　characteristic　in

皮膜の．延伸の際認められた延伸による伸魔の極大点はi認　　　the　case　of　streltching　of　high　moleculer　compound

められなかつた。更にその原因についても考禦を加えた。　　films，　This　showecl　the　same　’　tendency　as　in　the

③同様に多価イオソを有する繊維素グリコール酸ソーダ　　case　Qf　stretching　of　sodium　carboxymethyl　ceiluloep

皮膜の延伸の場合と同じ傾向であり，糸状体と皮膜の差　　　films　containing　poly－－valent　ions，　and　no　diffeごence

は現われなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　between　the　films　and　the　filaments　was　observed・

④ザソテー・ト糸状体は再生により強度及びヤソグ率を増　　　　It　was。bserved　that　tlle　tensile　strength　and　Ybμng／s

大し伸瞳を減少する。　　　　　　　　　．　　　　　　mQdulus　of　regenerated　cellulose　filaments　increased・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　their　elongation　decreased，　with　the　degree　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stretch三ng．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Laboratory　Qf　Synヒ1ユeヒic　Textile　Chemistry，　Faculty

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Textile　and　E　ericulture，　Shinshu　University）


